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研究成果の概要（和文）：会津大学は学部と大学院においてコンピュータ理工学の学位を授与する。当大学の学
生は、コンピュータ理工学の専門性を活かした職業や、更なる研究をする道へ進む準備をしている。本研究の目
的は、学生の英語学習意欲を高め、コンピュータ理工学の興味ある分野に関して、具体的な会話が出来る機会を
提供することである。学生が制作したビデオは、話したり書いたりする英語力を高める技術として利用される。
学生は卒業論文を発展させ、書く段階で、より理解を進展させる為に、英語で留学生へのインタビューを行うな
ど、様々な授業でビデオ制作をした。

研究成果の概要（英文）：The University of Aizu offers degrees in computer engineering at the 
graduate and undergraduate levels. Our students are preparing for careers or further research in 
computer engineering specializations, and English will be required increasingly in computer-related 
business and research. Within the present education system, students lack sufficient opportunities 
to speak English, and computer science students need to increase their use of English related to 
their thesis research. The general purpose of this research project was to stimulate motivation and 
to provide specific opportunities for student conversation related to their interests in computer 
science. Student-produced videos were used as a technique to increase spoken and written English. 
Our students produced videos in various classes, including interviewing international students in 
English to improve their understanding of the thesis development and writing process.

研究分野： 総合領域
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１．研究開始当初の背景 
 
会津大学は学部と大学院においてコンピュ
ータ理工学の学位を授与する。当大学の学生
は、コンピュータ理工学の専門性を活かした
職業や、更なる研究をする道へ進む準備をし
ている。英語はコンピュータ関連の職業や研
究において益々必要とされる。現在の英語教
育においては、学生にとって英語を話す機会
は十分ではなく(King, 2013), コンピュータ
理工学を専門とする学生は論文研究に関連
する英語を多く学ぶ必要がある。 
 
本研究の目的は、学生の英語学習意欲を高め、
コンピュータ理工学の興味ある分野に関し
て、具体的な会話が出来る機会を提供するこ
とである。学生が制作したビデオは、話した
り書いたりする英語力を高める技術として
利用される。学生は卒業論文を発展させ、書
く段階で、より理解を進展させる為に、英語
で留学生へのインタビューを行うなど、様々
な授業でビデオ制作をした。 
 
 
２．研究の目的 
 
この教育工学研究プロジェクトは TPACK フ
レームワーク(図 1)に従う、刷新されたカリ
キュラムである。 
 
 
 

 
 
 
TPACK を使用し、学生はインタビュー、ナ
レーション、そしてデジタルストーリーテリ
ング(DST)に関するドキュメンタリー等のビ
デオを制作し、プロジェクト中心学習のワー
クフローを作成、発展させた。プロジェクト
中心学習は、学生のプロジェクトとコンピュ
ータ理工学の卒業論文発表へつながること
を基盤とした。 

 
学生の発表を発展させる為、学生は典型的な
ビデオ制作ワークフローに従った。このワー
クフローは、第二言語である英語学習者と、
コンピュータ理工学専攻学生の需要に合っ
たチーム形成を支援するようデザインされ
たものである。更に、ビデオ制作過程は、学
生のコンピュータ理工学研究について、学生
の熟考を助長するよう計画された。研究にお
ける熟考は、関連した分野の研究であっても、
異なる経験を持つ世界の仲間とのコミュニ
ケーションを通してより深められる。特に本
研究では、当大学の学生が研究領域を更に深
く理解するために、海外の学生と互いに影響
し合うことを望んだ。そして更に学生が海外
の仲間との相互作用を通して社会的交流に
おいても自信を高めることができるよう望
んだ。このような教育を学部の早期から開始
することにより、学生は研究に対して賢明な
アプローチを展開していくことができるよ
うになる。学生が、異なる経験や姿勢を持つ
海外の学生と、研究に関する会話を英語です
ることにより、研究に対する賢明さはさらに
高められる。 
 
 
 

 
 
 
授業中の指導は、図 2 のビデオ制作段階が示
しているように行った。学生の卒業論文を指
導に含めると共に、留学する学生の英語力を
向上させることも強く意図した。向上した英
語力と自信をつけた学生を海外へ送ること
は、パートナー大学である Rose-Hulman 
Institute of Technology, USA や the 
University of Waikato, New Zealand の学生
や教員達との関係をサポートすることにも
つながる。本研究プロジェクトが会津大学内
のみではなく、同じような課題を持つ日本の
他大学の学習環境においても価値があるこ
とを期待する。 
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３．研究の方法 
 
活動理論とデザイン中心研究メソッド(DBR)
を使って、学生チームと個人で学生制作ビデ
オ（台本、インタビュー、サブタイトリング）
学習の原形を作った(図 2)。数ヶ月間は学生
自身のモバイルデバイス使用に効率の良い
ビデオツールセットを確認した (図 3)。 
 
 

 
 
学生はビデオ制作の役割に応じて指導を受
けた。役割は、インタビュアー/ナレーター、
カメラ/オーディオ、ディレクター/スクリプ
ター、そしてエディター/サブタイトラー (図 
4)。 
 
 

 
 
授業では、学生は図 5 のように組織された。
この組織は機器の準備、トレーニング、グル
ープワーク、そしてムードル上での評価の際
のグループ作りに便利であった。 
 
オーディオ、ビデオ機器、簡単なカメラワー
ク、インタビューテクニック、そして編集の
指導をして実践させた。この指導で、学生は
海外の学生を含む他の学生にインタビュー

を行うことができた。図 6 に示されたたワー
クフロープロセスに従い、学生はグループで
スクリプトのデザインを作成、インタビュー、
ナレーションを行い、オーディオとビデオの
録音、録画をし、それを編集してビデオにサ
ブタイトルを付ける作業をした。 
 
 

 
 
このプロセスは、大学の選択科目の授業や海
外留学プログラム、或いはライティングの授
業で継続された。しかしながら幾つかの変化
があった。初めてインタビュアーの役割をす
る時など、時には後輩学生は先輩学生よりも 
グループサポートを必要とした。先輩学生は 
幾分自信があり、自立していたのでグループ
サポートをあまり必要としなかった。より個
人的に作業を進めることができた。 
 
 

 
 
この学生制作ビデオが、論文発表に有益であ
り、より高度な英語使用を実現するための実
践的アプローチとしても効果的であること
を期待する。この研究における仮説は、学生
は会話で使う英語に自信を持つことにより、
論文発表における英語使用の動機をより高
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めることである。又、英語を話す教員達との
交流を更に発展させることができることで
ある。図 7 に示したように、学生制作ビデオ
は英語使用の機会を多く創り出すのである。 
 
 

 
 
４．研究成果 
 
2014 年はグループワークとビデオハードウ
ェア、ソフトウェアを使ってワークフローが
開発された。タブレットやオーディオ機器の
ようなハードウェアがテストされた。更にレ
コーディング、エディティング、そしてサブ
タイトリングのためのソフトウェアシステ
ムが試験された。これに加え、選択科目授業
において、学生制作ビデオを実際の状況で試
した。更に 2014 年は、留学する学生にもビ
デオ利用を開始した。2015 年は、留学生と
の会話に役立つよう、早い時期に学生にビデ
オを試みた。2016 年は、２年次に行われる
コースデザインを開始した。これは卒業論文
のテーマ選択に先駆け、研究のアイデアにつ
いてより積極的に取り組めるようになるた
めである。 
 
学生はビデオ制作に熱心だった。選択授業で
の成功に続き、このアプローチは留学生にも
実行された。2014 年から、毎年 3 つの学校
に 3 週間学生を送り出した: Rose-Hulman 
Institute of Technology (RHIT), Neusoft 
Institute of Information (DNA), China, and 
the University of Waikato。合計５４人の学
生が留学体験準備の授業を履修した。各学生
が 2 つのビデオを作成した: 1 つは留学前、そ
してもう 1 つは留学後。  
 
2014 年から 2016 年までの毎年、学生個人の
オーラル能力は OPI-c,で評価された。これは
バーチャル会話において録音された質問シ
リーズから成る、英語スキル測定の 1 時間の
コンピュータによるテストである。OPI-c の

評価はアメリカの American Council on The 
Teaching of Foreign Languages (ACTFL) 
の評価者によって執り行われる。 
 
各学生が OPI-c テストを 2 度受けた。3 週間
の留学開始 2 週間前と留学終了時である。各
学生が英語能力インタビュー  - computer 
(OPI-c) test を終えた。これらの学生の能力
別学級編成は前の実験の要件に合わなかっ
た。しかしOPI-cは評判の良いテストであり、
興味ある、有益な結果を出した。 
 
 

 
 
3 年間を通し、2 回の OPI-c 受験を含む 5 週
間後、2 回のテストを受けた 54 人の学生の内、
31 人がレベルを上げ、22 人が同じレベル、
そして 1 人が下がった。(表 1 と図 8 参照). 
 
 

 
 
ソーシャルメディアの流行は、更なる発達と、
人々のモバイルデバイスの入手を駆り立て
ている。学生のモバイルデバイスは十分に活
用されておらず、学生はこれを更に活用して、
コンピュータ理工学の卒業研究へと導く、専
門的トピックに焦点を置いた英会話スキル
を高めることが可能である。 
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